
１２月のおもな予定 
１日（月）少年の日 
２日（火）人権集会 
３日（水）授業参観・親子レク 
３日（水）学校保健委員会 
４日（木）６年租税教室 
４日（木）スクールエリア推進協議会 
６日（土）市ＰＴＡ語らいの広場  

（清水地区公民館 １０時～） 
８日（月）特別日課開始 
１２日（金）あいさつ運動 
１３日（土）徳育推進フォーラム 
１６日（火）１・２年地域もちつき参加予定 
２４日（水）２学期終業式 
 
 
 
 

「私の『夢・憧れ・志』作文コンクール」最優秀賞   
 
 
１０月２５日（土）に、壱岐市で第３２回「教育県長崎」振興大会が行われました。 
大会では、夏休み中に取り組んだ本校６年生女子児童の作文作品が、応募総数１０００作品を超え
る中から、最優秀賞（県教育長賞）に選ばれて表彰されました。本人とご家族の同意を得て紹介します。 
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１１月のおもな予定 
１日（土）少年の日 
４日（火）全校朝会  
９日（日）しかまち文化祭  
１２日（水）あいさつ運動 
１３日（木）１年秋見つけ遠足 （皿山公園） 
１６日（日）家庭の日 
１９日（水）食育の日 徳育の日  
２０日（木）PTA運営委員会 
２０日（木）３・４年生音楽発表会  
（アルカス佐世保 午前中） 
２６日（水）特別支援学級交流会 
２６日（水）クラブ活動 
２７日（木）～２８日（金）６年修学旅行  

福岡方面 
 

 

この命にありがとう 
「小さな命が産まれること、それは当たり前のことじゃない。出産は奇跡だ。」 

私は『コウノドリ』というドラマを見たとき、産科のお医者さんが言った、この言葉がとても心にひびい
たことを覚えています。私はこのドラマを見て、産まれてくるすべての命は、かけがいのないものであり、
その誕生は奇跡だということに気づかされ、将来、助産師になりたいという夢を持つようになりました。 
 一年生の時、道徳の授業で、私が産まれた時の様子や気持ちを、母から手紙に書いてもらいました。そ
の手紙には、私がお腹の中にいるころから出産までの様子が、くわしく書かれていました。陣痛が二十時
間以上経っても、子宮の入り口がなかなか開かず、私の心拍数が減ったため、緊急帝王切開になったこと
が書かれていました。先生がお腹を切ると、ドロドロににごった羊水が出てきて、それは赤ちゃんの酸素
が低く、子宮の中で苦しんでいるサインだということを知りました。仮死状態で産まれてくるかもしれな
かったのに、私が元気に産声を上げている姿を見て、母は安心し、手術室でなみだがあふれたそうです。
無事に出産を終えたと思っていた矢先、母は大量の出血を起こし、緊急に子宮内をかき出す手術も行った
そうです。私は、この時初めて母が命がけで私を産んでくれたことを知りました。赤ちゃんが無事に元気
に産まれてくることは本当に奇跡だと思いました。そして、妊娠、出産は喜びだけではなく、さまざまな
危険があることも知りました。『コウノドリ』のドラマの中には、赤ちゃんがお腹の中で亡くなってしまう
死産や、母体の死亡、中学生の妊娠、お腹の中の赤ちゃんに病気や障害が見つかるなど、産科の「影」の
部分も描かれていました。『産科は病院の中で、笑顔で心からおめでとうと言える場所。でも、死も、隣り
合わせの場所』だということを教えてくれたのはこのドラマです。幸せな出産だけではないからこそ、産
科を訪れるすべての女性に心から寄りそい、不安な思いをきき、悲しみを一緒に共有することも助産師の
役割ではないかと思いました。 
 助産師という夢を実現するためにできることは、体力と精神力をきたえることです。助産師は、お母さ
んと赤ちゃんの両方の命を預かり、昼も夜も働くハードな仕事です。私は今のうちから、積極的に運動す
る習慣を心がけようと思います。私の理想の助産師像は、妊婦さんに安心感とやすらぎを与え、信らいさ
れる心優しい助産師です。今の私にできることは、弟や妹、下級生のお世話を行い、相手を思いやる気持
ちと、責任感を養うことだと思います。学習面でできることは、学力の基本をしっかり身につけることで
す。また、苦手科目である理科にも力を入れ、特に生物の授業では、生命の誕生や体の仕組みについて学
ぶことも、助産師の仕事への理解を深める、第一歩になると考えています。 
 小さな命が産まれる場所、そして時には小さな命が消えゆく場所。私がこの世に産まれてきたことは奇
跡です。『いのちかがやく強調月間』で、竹内まりやさんの『いのちの歌』を初めてきいた時、その歌詞に
心を打たれました。『生まれてきたこと 育ててもらえたこと 出会ったこと 笑ったこと そのすべて
にありがとう この命にありがとう』この歌詞が自分の産まれた時と重なり、命の尊さを改めて感じるこ
とができました。今あるこの命を、大切にすることが私の使命です。 
 私はいつか助産師の夢を叶えることができたとき、赤ちゃんをこのうでで取り上げ、「おめでとう。生ま
れてきてくれてありがとう。」と、心の底から笑顔で伝える日が来るよう、自分の命を大切にし、夢に向か
って日々努力していこうと思います。 


